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Ⅱ．論文要旨 

 序章 

本邦では、発達障害者支援法が 2005（平成 17）年に施行されて以来、発達障害児・者

への関心が高まり、当事者のみならず、家族への支援も広まりつつある（中村, 2011）。

しかしながら、超少子化、核家族化が進み、祖父母および社会のサポートが得られないな

か、家庭内での人間関係が希薄となり、母親の孤立感は高まっている。 

母親の孤立感は育児ストレスや育児不安を高め、母親の深刻な精神的問題に発展しや

すく、子どもへの虐待など不適切な育児行動を助長しかねない（Abidin, R. , 1990）。 

 筆者自身、一人の子の母親として、子育てに苦悩した一人である。幼少期より育てにく

さを感じながら、言うことを聞かない子どもの行動に苛立ちを抱え、日々の生活のなかで

知らず知らずのうちに自分の心の負担や不調に気づかず、必要以上に叱責をするなど否定

的な養育態度をとっていたことがあった。そのようなとき、Glasser（William Glasser, 

1925‐2013）の選択理論心理学（Choice Theory Psychology  以下、選択理論と記す）に

出逢い、人には 5 つの基本的欲求（basic needs）「愛・所属( love, loving sex, and 

belonging)、力（power）、自由（freedom）、楽しみ（fun）、生存（survival)」があり、

それぞれの欲求を満たすことが精神的健康につながることを知った。そして選択理論で

は、この 5 つの欲求のなかでも最も愛・所属の欲求を満たすことを推奨しており、それ

には子どもとの良好な人間関係が必要であることを知ることになる。また、選択理論にお

いて、強要する、強制する、罰する、報酬を与える、操る、やる気にさせる、批判する、

責める、文句を言う、口うるさく言うなどの人間関係を壊す習慣を手放すことであった。

同時に子どもとの関係には、気遣う、傾聴する、サポートする、交渉する、励ます、愛す

る、仲良くする、信頼する、受け入れる、歓迎する、尊敬する、などの人間関係を築く習

慣に変えることであった（Glasser, 1998, p.20）。その後、選択理論のセミナーで子どもの

上質世界（quality worlds）注 1）に自分を入れてもらうこと、また子どもの欲求を満たす邪

魔をしないで、むしろ子どもの欲求を満たす手伝いをしながら、自分の欲求を充足させる 

(柿谷, 2009)ことの重要性を知ることになる。自分の思い通りに動かない子どもの行動に 

＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿  

注 1) 上質世界（quality worlds）とは、私たちの欲求を最も満足させ、気分を良くしてくれる

と判断した人や物、状況、信仰などを写真のように描き、イメージしているところであ

る。または、その人が願っている状況、事柄も含む（Glasser, 1998 p.45）。 



 

 

5 

一喜一憂していた私だったが、選択理論を知ることで自分の行動の変化とともに心の負担

感が軽くなっていたことに気づかされた。 

発達障害児をもつ母親は、子どもの行動特性であるコミュニケーションの障害や社会

的な関係性の障害などにより、健常児の母親の育児ストレスよりも大きいことはすでに周

知のことである（刀根, 2002；庄司, 2007；大橋・谷向・加藤, 2018）。 

これまで、発達障害児をもつ親への支援には主に二つあり、一つは子どもの障害に関

する内容や相談機関に関する情報提供である。もう一つは子どもへの関わり方などのペア

レントトレーニングであった（中村, 2011）。それらは子どもを中心とした支援であり、

養育者となる母親は献身的に療育に取り組むことが期待され、自分の生活または人生をも

犠牲にし、疲弊していることがある。また、母親はペアレントトレーニングを受けたあと

も、子どもの問題に直面した場合、怒りや抑うつが喚起され、習得した対処行動が機能的

に遂行されないことを指摘している（宮澤・小関真実・小関俊祐, 2012）。そのため、子

どもを含めた家族を中心とした支援が昨今の課題である。 

小児看護において、看護職は発達過程にある子どもと、その家族にも目を向け、家族

が健やかに生活できるよう、支援することも課せられている。精神的な健康を崩しやすい

発達障害をもつ子どもの母親において、母親自身が健康で自分らしく生活できるために

は、ヘルスプロモーションの理念のもと、身体的な健康に並んで、自らで精神的健康を保

持増進できる支援が必要である。 

第 1 章より、発達障害児をもつ母親の精神的健康課題について概観し、精神的健康と

選択理論を中心とした基本的欲求について説明する。 

  

第 1 章 研究の背景の概要 

第 1 章では、発達障害児の母親の精神的健康課題から選択理論における母親の精神的

健康への支援の可能性について、先行研究から考察した。発達障害児の母親の精神的問題

は、子どもの行動特性が直接の要因ではなく、母親自身の育児困難感という認知的な要素

が育児不安や抑うつに関連しており、精神的不健康を生じていた。母親自身に関わる育児

ストレスが、家族機能や QOL に子どもの特徴に関わるストレスよりもネガティブに影響

していたことから、母親自身に関する育児ストレスに向けての介入が必要であった。その

ためには、母親が子育てを肯定的に捉えられるような認知的変化を促す支援が必要であ
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り、母親としての自信のなさなど、母親が抱えている否定的な感覚が根底にあり、育児困

難感に着目した。 

次に、精神的不健康に陥りやすい発達障害児の母親について、母親の精神的健康への

支援の可能性を選択理論における基本的欲求の観点から考察した。選択理論の提唱者であ

る Glasser は精神的健康と基本的欲求について言及しており、5 つの基本的欲求の愛・所

属、力、自由、楽しみ、生存の欲求を満たすことが精神的健康にとり重要であることを指

摘している。そのなかでも愛・所属の欲求を満たすことを重要とし、愛・所属の欲求を満

たすためには、身近な人との人間関係を良好にすることを推奨した。また、Maslow の階

層性の基本的欲求と Deci らの自己決定理論の基本的心理欲求からも検討した。しかしな

がら、Maslow の基本的欲求は生理的の欲求が高いことと、Deci らの基本的心理欲求に

は、自由と楽しみの欲求に類似する欲求が含まれず、母親を社会的存在の生活者として捉

えるならば、自由と楽しみの欲求は欠かせないものであると考え、選択理論の基本的欲求

に注目することにした。さらに、選択理論では、人は外側からの刺激によって反応し、行

動を起こすのではなく、人は内側から動機づけられて行動を起こすとしている。その内側

から動機づけられているのが、5 つの基本的欲求であり、人間関係において欲求充足を図

る際、他者よりも自分をコントロールすることを勧めている。育児困難感に陥りやすい発

達障害児の母親が自らをコントロールし、基本的欲求を充足させることは、育児困難感の

緩和に繋がり、精神的健康への一助になることの示唆を得た。 

 そこで、第 5 節では、本研究の目的を 3 つ列挙した。 

第一に、自閉症スペクトラム障害児をもつ母親のインタビューから、選択理論の基本

的欲求に依拠し、母親は何をどのように満たしているのか、または満たされていないの

か、それらの状況を明らかにし、欲求間の様相と満たされにくい要因を考察する。 

第二に、定型発達児と発達障害児の母親を対象とした質問紙調査から、母親の基本的

欲求についての構造と欲求間の関連を明らかにする。 

第三に、 母親の基本的欲求と対人関係の様相をあらわす内的コントロールと育児困難

感との関連を明らかにし、発達障害児の母親と定型発達児の母親と比較し、発達障害児を

もつ母親の精神的健康への支援の示唆を得る。 

 

 

 



 

 

7 

第 2 章 自閉症スペクトラム障害児の母親の主観的な基本的欲求に関する研究の概要 

第 2 章では、障害児のなかでも最も母親のストレスが高い自閉症スペクトラム障害児

（Autism Spectrum Disorder：ASD  以下、ASD 児と記す）の母親 10 名を対象に、半

構成的面接を行い、得られたデータを質的帰納的に分析した。分析においては、選択理論

の 5 つの基本的欲求に依拠し、母親の主観的な基本的欲求の状況を明らかにし、その欲求

間の関係について考察をした。その結果、ASD 児をもつ母親の主観的な基本的欲求が満

たされている状況には、生存の欲求の『体調が良好である』、愛・所属の欲求の『身近な

人が心の拠り所である』、自由と楽しみの欲求の『自由に楽しむ時間がある』、力の欲求の

『自己肯定感が高い』があった。母親の主観的な基本的欲求が満たされていない状況で

は、生存の欲求の『子育てによる心身の健康のゆらぎ』、愛・所属の欲求の『身近な人と

の信頼関係への不満』、自由と楽しみの欲求の『自由に楽しむ時間の不足』、力の欲求の

『自己肯定感の低さ』があった。基本的欲求が満たされている状況と満たされていない状

況の欲求間の関係からも、愛・所属の欲求は、力、自由、楽しみ、生存の欲求に関係して

いたため、愛・所属の欲求が満たされないと他の欲求も満たされにくい状況であった。ま

た、自由と楽しみの欲求は生存の欲求にも関係していたため、身体的健康を維持するため

にも自由と楽しみの欲求を満たすことも重要であった。ASD 児の母親が生き生きと自分

らしく心地よく生活を送るためには、満たされている状況と同様、良好な人間関係を構築

し、愛・所属の欲求が満たされることが最も重要であった。また、母親が愛・所属の欲求

を満たすためには、子どもの障害受容を共有できる夫をはじめ、信頼できる人が必要であ

った。 

 

第 3 章 就学前の子どもをもつ母親の基本的欲求と内的コントロール、育児困難感に 

関する調査の概要 

第 3章では、就学前の定型発達児の母親 293名と発達障害児の母親 94名、合計 387 名

を対象に、選択理論の 5つの基本的欲求（愛・所属、力、自由、楽しみ、生存）と内的

コントロール、育児困難感、抑うつについて、質問紙で調査を行った。3つの尺度から得

られたデータをそれぞれに探索的因子分析を行い、その後得られた因子の項目を確認的因

子分析で適合度を確認した。結果、基本的欲求は 2因子、内的コントロールは 3因子、

育児困難感は 3 つの因子が抽出された。因子分析で抽出された基本的欲求の 2 因子と内

的コントロールの 3 因子と育児困難感、抑うつの 3 因子を定型発達児の母親群と発達障
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害児の母親群を対象に、多母集団同時分析を行い、比較検討をした結果、基本的欲求と内

的コントロールと育児困難感との関連に違いがあった。 

 

第 4 章 選択理論による発達障害児の母親の精神的健康に関する提言の概要 

第 4章では、発達障害の子どもをもつ母親の精神的健康について、第 2章と第 3章か

ら得られた結果を選択理論の観点から考察をした。第 2章と第 3章の結果から、母親は 4

つの心理的欲求（愛・所属、力、自由、楽しみ）が満たされることで、育児困難感も抑う

つ傾向も緩和し、精神的健康の保持と子育てへの動機づけが期待できることが示唆され

た。母親において、基本的欲求の充足には、家族との人間関係が大きく関与していたた

め、人間関係を構築するための自らの行動を統制する内的コントロール力を身につけるこ

との重要性が明らかになった。また、母親にとって、良き理解者である専門職との出会い

は、否定的に捉えやすい子育てを肯定的に変換させる機会であり、愛・所属と力の欲求を

満たす転機でもあった。以上より、欲求充足のためのスキルを促進させるヘルスプロモー

ション支援のプログラム構築への示唆を得た。 

 

終章 総合的考察の概要 

終章では、発達障害児を育てる母親への支援には、母親だけでなく、その家族が孤立

することなく、社会、地域が支えていくことの重要性とともに、選択理論の観点から母親

の健康教育への必要性を論じた。本研究における今後の課題は、発達障害児をもつ母親の

健康教育を主体とした支援プログラムを構築し、実践しつつ、プログラムの有効性を検証

していくことである。 
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